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◎豊かな感性と自ら学ぶ意欲をもち、たくましく生きる丹生っ子の育成  知 かしこく 徳 なかよく 体 たくましく 

第1回人権朝礼「ぼくのきもち、きみのきもち」 
 丹生小学校では、毎年３回「人権朝礼」

として学校全体で「豊かな感性・思いや

りの心」を育てる取組をしています。今

年の第１回人権朝礼は５月８日(月)でし

た。紙芝居「ぼくのきもち、きみのきも

ち」（法務省人権教育資料より）を見てか

ら、それぞれの学級で話し合ったり、一

緒に考えたりしました。このお話は、い

じめられているシバ夫と、いじめをして

いるブル太郎の体(立場)が入れ替わってしまったことで、それぞれがお互いの気持ちに気

付き、理解し合う姿を描いています。子どもたちの感想(抜粋)を載せます。 

○「いれかわってみてぼくもわかったんだ。シバ夫く

ん今までいじめてごめんね。」「ブル太郎がいじめられ

てるとき、とめられなくてごめんね。」（３年） 

○心がいれかわって、あいてのきもちがわかってよか

ったとおもいました。二人とも、もとの家にかえれて

もとのかぞくにあえてよかったです。（４年） 

○今回は入れ替わったから仲直りできたけれど、入れ

替わらなかったらわからなかったと思います。このお

話を聞いて、いつでも相手の気持ちを考えて行動したいなと思いました。（5 年） 

○いつも「これを言ってもおこったりいやな気持ちになったりしないか」と考えて話そう

と心がけています。それでも、相手をいやな気持

ちにさせてしまったことがあります。それは、相

手の悩みを知らないで、言ってしまったからです。

（6 年） 

○私は本当に相手の気持ちを考えられているのか

なと思いました。同い年の女の子の気持ちはわか

るけれど、男の子の気持ちはわからないので、ふ

だんでも、本当にこれを言ってよかったのかなと

考えたりしてしまうことがあります。（６年） 

 自分とは考えや立場の違う人がいることを理解し、それぞれの人が気持ちよく生きるた

めにはどうすればいいかをよく考え、自分も相手も大事にしながら自分の行動を決められ

る人になってほしいと思います。 



交通少年団結団式（5/10）交通安全教室（5/17） 
 ５月 10 日(水)には、交通安全協会丹生支部長の富澤様のご

協力をいただき、交通少年団結団式を行いました。「自動車は

すぐ近くを走りますからいつも周りに気をつけて。青信号にな

っても安全を確かめてから渡りましょう。」と富澤さんからお

話をいただきました。 

また、５月 17 日(水)には、雨模様の中、丹生地区

駐在の加藤様、交通指導員の富澤様、ＰＴＡ校外補

導委員の皆様にご協力いただき、交通安全教室を行

いました。低学年は正しい歩行の仕方を、中学年は

自転車の乗り方を模擬道路等を使って練習して正し

い交通ルールを学びました。丹生地区にも、狭くて

危ない道路や交通量

の多い道路、坂･カー

ブがあります。今後も

十分に気をつけて、絶

対に交通事故にあわ

ないよう指導を続け

たいと思います。子ど

もたちの自転車を持ってきてくださった保護者の皆様、

ご協力ありがとうございました。地域の皆様には、こ

れからも安全見守りをよろしくお願いします。                         

小小連携（小学校間の連携）を始めています 

５月 11 日(木）、丹生小の校長室で、教職員による妙

義青少年自然の家の準備会が開かれました。今年は一ノ

宮･吉田･丹生小の５年生総勢 83 名が、６月 8日･9 日に

妙義に宿泊学習に行きます。妙義では３校の児童が入り

混じって班を作り、登山も生活も行います。部屋も３校

混合です。この 83

名は２年後には一

緒に西中学校に入

学する仲間なので、小学校のうちから共に活動できる

チャンスを数多く作り、子どもたちの自然な交流を深

めたいと考えています。そのために、３校の教職員が

一緒になって準備を進めています。また、丹生小と吉

田小は、他にも４年生の清掃センター見学や５年生の

太田への社会科見学、６年生の鎌倉方面への修学旅行

などで、同じバスで行く計画を立てています。 

○学校からのお願い○ 

5月14日(日)に予定していた子育

連とＰＴＡ共催の廃品回収活動は

5 月 21 日(日)に行います。朝から

市民体育大会(オープニング大会)

のある日ですが、 

分担しながらど 

うぞご協力をお 

願いいたします。 


